
(1) 戸坂学区社協広報誌 （令和元年11月20日）

会

長

秋

「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会本

平
素
よ
り
戸

坂
学
区
社
会
福

祉
協
議
会
（
以

下
、
戸
坂
社
協
）

の
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
年
度
途
中
で
元
号
が
、
「
平
成
」

か
ら
「
令
和
」
へ
と
改
元
さ
れ
、
新
し
い
時
代

へ
と
移
り
ま
し
た
が
、
地
域
で
は
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
共
生
社
会
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
（
平
成
28
年
6
月

閣
議
決
定
）
で
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
「
子

供
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
全
て
の
人
々
が

地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
と
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

0
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
つ

0
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

0
福
祉
な
ど
の
地
域
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
協
働

し
て
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
仕
組
み

と
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
分
か
り
難
い
内
容
で

・
す。

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
地
域

の
戸
坂
に
落
と
し
こ
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
、
分 昇

か
り
易
い
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
広
島
市
で
は
最
初
の
試
み
と
し
て

先
ず
、
「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
※
を
平
成

31年
2
月
19
日
に
次
の
構
成
団
体
の

6
団
体
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

①
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会

(
3学
区
）

②
戸
坂
地
区
民
生
委
貝
児
童
委
員
協
議
会

③
束
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
法
人
交
響
）

④
戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

⑤
束
区
社
会
福
祉
協
議
会

⑥
東
区
厚
生
部
地
域
支
え
あ
い
課

の
メ
ン
バ
ー
が
定
期
的
に
一
堂
に
会
し
、
情
報

共
有
や
協
議
を
行
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

組
織
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

〇
実
行
委
員
会
羞
ザ
2
回
行
う
活
動
方
針
検
討

会
議

0
実
務
者
会
議

i

毎
月
1
回
定
期
的
に
行
う
会

議現
在
、
実
務
者
会
議
で
は
、
「
平
時
の
見
守

り
と
災
害
時
避
難
対
策
の
一
体
的
な
実
施
」
と

「
買
い
物
支
援
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
と
は
異
な
り
協
議
だ
け
で
な

＜
戸
坂
で
や
り
た
い
こ
と
、
戸
坂
が
目
指
す
姿

を
実
現
す
る
た
め
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。「

戸
坂
に
住
ん
で
良
か
っ
た
！
と
云
わ
れ
る
、

住
み
心
地
の
良
い
、
ま
ち
づ
く
り
」
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

※
「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
「
戸
坂
」

の
全
て
の
住
民
が
「
共
に
」
「
活
き
活
き
」
「
生

き
る
」
た
め
、
関
係
機
関
、
地
域
団
体
や
住
民

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
。

第
2
回
消
防
訓
練

時

2
月
18
日
（
火
）
午
前
中

戸
坂
学
区
戸
坂
集
会
所

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

主場

催所

日 新
年
互
礼
会

時所催

主場 日 第
1
4回
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
—
ン

時

12
月
14
日
（
土
）

17
時
30
分
5
1
9時
※
雨
天
決
行

戸
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

戸
坂
学
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

年
末
夜
間
警
戒
パ
ト
ロ
—
ル

時

12
月
30
日
（
月
）

所
戸
坂
公
民
館
前
集
合

催
戸
坂
学
区
防
犯
連
絡
協
議
会

1
月
5
日
（
日
）

12
時
S
1
4時

戸
坂
小
学
校
体
育
館

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

主場 日

20時
5
2
1時

主場

催所

日 主場

催所

日

時

11
月
23
日
（
祝
）

※
雨
天
中
止

戸
坂
運
動
広
場
他

戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会

9
時
S
1
5時

第
35
回
戸
坂
連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

令
和
元
年
度
後
期
事
業
計
画



(3) (2) 

令
和
元
年
度
前
期
事
業
轄
告
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戸
坂
連
合
社
協
事
務
局
長
大
野
裕
幸

「
へ
さ
か
物
語
」
は
、
広
島
市
合
併
60
周
年
事
業
と
し
て

始
ま
り
今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
「
戸
坂
公
民
館
ま
つ
り
」
と
同
時
開
催
で
し
た
が
、

公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
の
た
め
、
初
め
て
「
へ
さ
か
物
語
」

単
独
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
店
団
体
は
、

14
団
体
。
主
会
場
は
、

J
A広
島
市
戸
坂

支
店
二
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
他
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
等
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
旦
即
日
は
、
台
風
の
影
響
で
強
風
が
吹
き
ま
し
た
が
、

10
月
13
日
当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

連
休
の
中
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
客
足
は
少
し
物
定
り

な
い
感
じ
で
し
た
が
、
「
へ
さ
か
物
梧
」
が
地
域
の
方
々
の
支

え
に
よ
り
継
続
で
き
た
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会
（
戸
坂
・
東

浄
・
戸
坂
城
山
）
が
担
い
手
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
の
一
助

と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

例
年
戸
坂
公
民
館
ま
つ
り
時
に
行
っ
て
い
る
「
福
祉
ふ
れ

あ
い
バ
ザ
ー
」
も
「
へ
さ
か
物
語
」
と
同
時
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
し
ん
」

ュ

を
お
借
り
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

虹
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

i
 

収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

-
9.

｀
 

協
の
福
祉
活
動
資
金
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

-
す。

-l
 ー

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
長
栗
栖
晃

今
年
の
盆
踊
り
大
会

{

は
‘
8
月
3
日
（
土
）
天

，

候
の
心
配
な
し
！

屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
、
ど

豆

う
し
て
も
天
候
に
左
右

、9
,

．

さ
れ
が
ち
で
今
年
は
、
天

候
不
順
で
気
を
も
ん
で

9
,
 

f
 

い
た
が
ま
っ
た
＜
心
配

ー

寸

，

な
か
っ
た
。

U

、

'

9
)

4

櫓
の
組
み
立
て
に
つ

ヽ
，

い
て
は
、
昨
年
柱
を
恙
色

し
た
こ
と
に
よ
り
組
み

a‘
 

』

’

立
て
時
間
の
短
縮
化
が

で
き
た
。
そ
の
た
め
事
前
準
備
時
間
を
屋
台
の
L
E
D
照
明

設
備
作
製
に
あ
て
る
事
が
で
き
た
。

テ
ン
ト
・
椅
子
・
机
等
の
準
備
が
終
わ
り
夕
方
の
集
合
と

な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
完
璧
—
·

予
定
通
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
セ
レ
モ
ニ
ー

と
進
み
、
盆
灯
篭
に
よ
る
行
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
盆

灯
篭
行
進
の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
関
係
者
と
行
っ
た
が
空

回
り
で
あ
っ
た
。
ど
う
も
点
火
し
た
後
の
進
行
が
ス
ム
ー
ス

で
な
い
。

実
行
委
員
の
ど
な
た
が
先
導
と
い
う
役
割
は
良
し
。
ど
こ

に
集
合
し
て
ど
う
歩
い
て
B
G
M
は
？

．
．
．
 
と
な
っ
た
。

B
G
M
の
選
曲
は
当
日
の
決
定
と
な
っ
た
。
せ
め
て
「
精
霊

流
し
の
選
曲
が
良
！
」
と
の
助
言
を
頂
い
た
。

昨
年
の
反
省
を
忘
れ
ず
に
改
善
し
て
き
た
が
、
灯
篭
流
し

が
ど
う
も
し
つ
く
り
い
か
な
か
っ
た
。

ま
た
ま
た
反
省
す
る
事
の
多
い
盆
踊
り
大
会
と
な
っ
た
。

今
年
の

敬
老
会
実
行
委
員
長
川
瀬
節
子

暑
さ
の
残
る

9
月
7
日
（
土
）
戸
坂
小
学
校
体
育
館
に

2
6
0
余
名
（
対
象
者
75
歳
以
上
）
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

令
和
初
年
度
の
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
会
費
を
5
0
0
円
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
戸
坂
小
4
年
生
60
名
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
]

の
踊
り
と
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
お

祝
い
の
言
葉
を
貰
っ
て
賑
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
は
、
今
年
逝
去
さ
れ
た
方
の
冥
福
を
お
祈

り
し
厳
粛
に
黙
祷゚

ご
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、
山
根
町
内
会
代
表
の
謝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
し
ん
鼓
笛

隊
」
（
平
均
年
齢
89
歳
）
に
よ
る
合
奏
、
全
員
赤
い
ピ
エ
ロ

ー
の
服
装
で
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏
は

素
晴
ら
し
く
活
力
が
湧
き
出
る

も
の
だ
と
感
い
し
ま
し
た
。
続

い
て
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
歌
手

「
南
一
誠
」
さ
ん
の
歌
謡
ン
ョ
ー
。

新
曲
「
西
国
浪
漫
」
、
「
イ
ヨ
マ

ン
テ
の
夜
」
な
ど
を
披
露
さ

れ
害
き
渡
る
美
声
に
魅
了
さ

れ
「
そ
れ
行
け
カ
ー
プ
」
で
は

会
場
全
体
が
熱
く
盛
り
上
が
り
、

い
た
。戸

坂
地
区
で
予
想
さ
れ
る
災
害
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
認
で
き
る
戸
坂
地
区
で
の
雨
量
計
説
明
を
防
災
士
が
行
っ

た
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
の
粗
原
稿
を
町
内
会
に
配
布
し
、
今

年
度
中
に
も
印
刷
し
て
全
世
帯
配
布
す
る
こ
と
を
親
告
し
た
。

万
歳
＝
＿
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
わ
リ
に
、
敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
い
た
関
係

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
表
彰
さ
れ
た
町
内
会
◇

悶悶胃悶~ 胃信贔り旦羹妃員〗羹じ i!t 喜［月：悶喜
さとは゜き役 のり山 Iに民のでて‘し台回
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9 号学民

‘ま等ら者ダ‘
た転ま 0 のた雨学月の区体
が倒し名参゜も校 29

本す々 のの ン ‘すた
影町育

当゜検対皆ス大る゜
の列 なグ日響民祭
参を くラ＾

に討
を 体大

ぉ
応様 も し選 加頂 無ゥ旦心育ム

し‘に楽た 至

胃 ‘ 『良ほ し ケ → ー・ 行
夫

更 く
さ
ま 屑 り 日
―あ前誓~~苓J._:. 貫

万意がのこ出 -
義と璽とず

も匹~匠ョ、長
た な つ目リ が ‘ 
゜大ご準で大

会ざ鋼き変
にいにま盛 ．

惣
田
町
内
会
（
市
長
杯
・
社
協
会
長
旗
他
）

山
根
町
内
会
（
東
区
長
杯
他
）

出
江
町
内
会
（
社
協
会
長
ト
ロ
フ
ィ
ー
他
）

く
る
め
木
町
内
会
（
社
協
会
長
ト
ロ
フ
ィ
ー
他
）

夏
休
み
の
7
月
28
日
（
日
）

昨
年
中
止
と
な
っ
た
「
ワ

リ
ー
ン
太
田
川
」
で
は
、
約

1
2
0名
の
参
加
者
が
午
前

7
時
か
ら
約
一
時
間
一
斉
に

ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
増
水
に
よ
る
流
木
等

が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

安
芸
大
橋
近
辺
流
域
は
短
時

間
で
大
変
綺
麗
に
な
り
ま
し

た。

8
月
17
日
（
土
）

17
時
30
分
か
ら
戸
坂
小
学
校
に
戸
坂
社

協
に
属
す
る
9
町
内
会
及
び
各
種
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、
来
賓

の
方
を
含
め
約
1
2
0
名
が
参
加
し
「
夏
休
み
防
犯
パ
ト

0
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

T

実
施
し
ま
し
た
。

猛
暑
日
の
3
日
（
土
）
に

行
っ
た
「
盆
踊
り
大
会
」
時

と
同
様
、
こ
の
日
も
30
℃
超

え
の
真
夏
巳
で
し
た
が
、
タ

方
に
は
少
し
涼
し
く
な
り
ま

し
た
。パ

ト
ロ
ー
ル
後
は
、
戸
坂

中
学
校
長
の
万
歳
―
-
＿
唱
で
閉

会
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
暑
い

中
で
の
対
応
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。 「

ク
リ
ー
ン
太
田
川
」

岡
田

浅
男

に
つ
い
て



(4) 

令和元年度往t員i・J里事等ヤ名簿
(2019.9.30現在）

役職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 戸山坂崎連町合内会社協会長会長

副会長 川瀬節子 福女祉性推会進会委長員

副会長 栗栖 晃 自く主るめ防木災会町連内会合会会長会長

副会長 山中春記 青保少護年司指会導員代表

副会長 岡 田 浅男 体育協会会長

会計 吉 田 俊郎 出江町内会会長

監事 矢野龍男 青山根少協町内会潅^会長

監事 田村幸大 川根町内会会長

事務局長 大 野 裕幸 ふれあいサロン

顧 問 山路英男 市議会議員

顧 問 田中秀生 防犯連絡協議会会長

顧 問 武本克彦 前社協会長

理事 -=± Cコ 子出 戸坂小学校校長

理事 丹 孝子 戸坂中学校校長

理事 重岡伸治 瓜島車央特別支援翠校校長

理事 長尾三男 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 山路隆晴 惣田町内会会長

理事 山根 満 桜西町内会会長

理事 坪井秀登 桜東町内会会長

理事 高下洋一 青少年健全育成連絡協議会事務局

理事 栗栖和子 胚，児童委員誓齢会長

理事 栗栖幸志郎 戸坂小学校P丁A会長

理事 川 野 佳明 戸坂中学校PTA副会長

理事 高野哲男 消防分団

理事 中間孝治 自主防災会連合会事務局

理事 西田靖 子 点うンティアバンク皇I代表

理事 浦下早 苗 公衆衛生推進協議会会長

理事 小田るみ子 へさかっ子クラブ会長

理事 畠山直美 つくしんば作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会

理事 佐藤順子 更署少年補導協助員

理事 上 中 義則 防狙連絡協議会事務局

理事 山田喜久雄 子ども会育成協議会会長

オプザーバー 坂本 泉 束区札会福社協議会事務局長

オブザーバー 久保美穂子 戸坂他域包悟支援センダー長

オブザーバー 田中淳子 戸坂保育園園長

オブザーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

オブザーバー 日向 恵 戸坂児童館館長

お
悔
み

•
山
中
春
記
さ
ん
（
出
江
町
内
会
）

※
社
会
福
祉
関
係
功
労
者

，
 

t

汎

"
t
J-

•
安
井
弘
幸
さ
ん
（
千
足
町
内
会
）
（1
1月
）

※
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
功
労
者

社
協
顧
問
の
橋
本
昭
彦
様

(83)
が、

6
月
22
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

戸坂学区の人口及び世帯数

(11
月）

表彰おめでとうこざいます

人 ロ 世 t±t-市

住所名 総 数 巳本人
外国人 総数

うも廿臥

計 男 女 計 男 女 世帯敦

戸坂くるめ木一丁目 1,828 848 980 1,797 834 963 31 836 813 

戸坂くるめ木二丁目 1,024 521 503 1,013 514 499 11 504 494 

戸坂千足一丁目 1,865 899 966 1,842 886 956 23 921 901 

戸坂千足二丁目 902 416 486 888 412 476 14 397 389 

戸坂山崎町 1,288 622 666 1,281 619 662 7 561 556 

戸坂惣巴一丁目 621 319 302 606 310 296 15 296 285 

戸坂惣巴二丁目 283 137 146 282 136 146 1 126 125 

戸坂 桜 東 町 543 253 290 536 251 285 7 257 252 

戸坂 桜 西 町 495 244 251 493 243 250 2 239 237 

戸坂桜上町 735 342 393 722 337 385 13 434 424 

戸坂山根一丁目 1,084 481 603 1,048 465 583 36 541 516 

戸坂山根二丁目 1,173 565 608 1,160 557 603 13 479 469 

戸坂山根三丁目 409 216 193 407 215 192 2 172 170 

戸坂中町 473 230 243 464 226 238 ， 207 198 

戸坂出江二丁目 953 461 492 937 453 484 16 403 395 

計 13,676 6,554 7,122 13,476 6,458 7,018 200 6,373 6,224 

※令和元年9月末現在 広島市統計データ抜粋

注 「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行

され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることと

なったため、平成24年 8月以降は、総数に外国人人口、外国人世帯

及び複数国籍世帯が含まれます。


